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賀
茂
真
淵
は
、
書
簡
な
ど
に
も
さ
か
ん
に
雅
事
、
俗
事
を
口
に

し
た
が
、
そ
の
影
響
で
あ
ろ
う
、
真
淵
の
周
辺
の
人
々
の
書
簡
を

鈴

木

淳

し
か
し
、
三
国
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
遊
女
俳
人
の
存

在
を
示
す
例
は
多
い
も
の
で
は
な
い
。
三
国
の
代
表
的
地
方
遊
里

の
性
格
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
班
川
が
登
場
す
る

文
芸
的
土
壌
を
、
三
国
は
十
分
に
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
郡
に

は
稀
な
〈
雅
〉
の
精
神
の
開
花
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

◇
 

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
頃
、
三
国
職
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

遊
女
の
打
ち
掛
け
を
見
た
。
三
国
の
遊
廓
福
島
屋
の
太
夫
お
殿
が

着
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
二
匹
の
竜
が
跳
ね
て
い
る
。
金

銀
の
刺
繍
、
牙
に
は
象
牙
、
目
に
は
ギ
ヤ
マ
ソ
で
あ
る
。
三
国
職

蓬
莱
尚
賢
と
雅
俗

人
の
自
負
が
伝
わ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
打
ち
掛
け
に
班

川
の
像
が
重
な
っ
た
。

冒
頭
に
あ
げ
た
一
句
を
班
川
が
詠
じ
た
場
所
は
、
遊
廓
の
あ
っ

た
出
村
で
あ
ろ
う
。
今
、
そ
の
場
所
と
九
頭
竜
川
と
の
間
は
埋
め

立
て
ら
れ
て
、
海
ま
で
の
距
離
は
少
し
遠
く
な
っ
た
が
、
班
川
の

時
代
、
軒
先
は
す
ぐ
に
海
で
あ
っ
た
。
座
敷
の
真
下
か
ら
冬
の
海

の
音
が
聞
こ
え
た
の
で
あ
る
。
如
何
に
〈
雅
〉
に
飾
ら
れ
よ
う
と

も
、
身
を
既
ぎ
、
「
う
き
世
の
人
の
煩
悩
」
に
汚
れ
た
〈
俗
〉
な

遊
女
で
あ
る
。
彼
女
は
、
奥
底
の
知
れ
ぬ
海
底
に
〈
雅
俗
〉
織
り

な
す
人
の
世
の
果
て
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

＾
特
集
雅
俗
の
諸
相
＞

見
る
と
、
こ
と
さ
ら
雅
俗
を
言
立
て
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
蓬
莱
尚
賢
の
場
合
を
取
上
げ
て
み
た
い
。
尚
賢
は
、
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伊
勢
内
宮
の
権
祢
宜
で
、
荒
木
田
氏
、
通
称
雅
楽
、
琢
斎
な
ど
と

号
し
た
。
伊
勢
津
の
谷
川
士
清
の
門
に
入
り
、
そ
の
女
婿
と
な
る

が
、
出
府
の
機
縁
を
得
て
は
真
淵
の
許
を
訪
れ
、
大
い
に
学
問
的

刺
激
を
受
け
る
。
ま
た
師
土
清
の
没
後
は
、
本
居
宜
長
に
親
接
し
、

内
宮
に
お
け
る
鈴
屋
社
の
魁
と
な
る
。
そ
の
尚
賢
が
安
芸
竹
原
の

柄
崎
士
愛
に
宛
て
た
書
簡
一
通
が
、
同
所
の
磯
宮
八
幡
神
社
に
現

存
す
る
。
宛
所
の
士
愛
は
、
磯
宮
八
幡
神
社
神
主
で
常
陸
介
と
称

し
、
赤
斎
と
号
し
た
。
尚
賢
同
様
、
士
清
に
親
灸
す
る
と
共
に
、

忠
孝
の
義
を
唱
え
て
諸
方
を
歴
遊
、
高
山
正
之
や
尾
関
正
義
ら
の

皇
国
主
義
者
と
気
脈
を
通
じ
た
が
、
そ
の
奇
矯
な
言
動
は
、
同
郷

の
頼
春
水
に
よ
っ
て
「
狂
之
狂
」
と
貶
め
ら
れ
、
寛
政
八
年
、
先

祖
の
墓
前
で
凄
絶
な
割
腹
自
殺
を
遂
げ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

当
該
書
簡
は
、
宮
司
南
彊
氏
の
御
好
意
に
よ
り
眼
福
を
得
た
も

の
で
、
未
紹
介
と
思
わ
れ
る
の
で
、
左
に
そ
の
中
心
の
く
だ
り
を

引
掲
す
る
。

（
略
）
殊
二
御
近
郷
御
歴
経
、
御
講
授
等
被
レ
成
候
旨
、
到
而

大
慶
此
事
に
て
、
又
々
此
辺
御
往
来
も
無
二
御
坐
1

候
旨
、
扱
々

得
二
寛
暇
度
事
二
御
坐
候
得
共
、
千
里
之
山
海
不
二自
在
ー
候
、

去
々
年
九
月
6
伯
府
御
評
定
所
へ
被
二
召
出
一
、
期
月
迄
在
留
、

漸
々
去
年
九
月
帰
宿
仕
候
処
、
又
々
頃
日
御
召
状
到
来
、
中

旬
之
頃
、
出
足
仕
候
、
不
二存
寄
一
俗
に
被
レ
鵜
候
事
に
候
、

乍
レ
然
伯
府
在
留
中
も
、
岡
部
ハ
物
故
に
候
得
共
、
揖
取
魚

彦
、
羽
倉
東
蔵
、
南
宮
弥
六
郎
、
沢
田
文
二
郎
、
三
井
孫
兵

衛
、
菅
埜
勘
平
杯
、
懇
意
二
就
、
毎
々
出
会
仕
、
雅
事
も
不

レ
少
候
而
、
不
幸
中
之
幸
と
奉
存
候
、
乍
レ然
御
存
知
之
魯
才

甚
而
已
之
事
に
て
候
得
共
、
近
頃
二
至
候
得
ハ
、
何
と
な
く

山
崎
子
之
説
等
二
疑
惑
生
し
申
候
、
足
下
如
何
候
哉
、
国
学

之
訓
詰
不
二
行
届
l

事
計
二
候
、
八
雲
之
歌
、
倭
小
学
二
清
濁

を
被
レ
論
類
二
候
、
近
頃
古
事
記
等
吟
味
仕
、
早
春
6
当
地

林
崎
書
院
二
而
講
究
取
掛
リ
申
候
得
ハ
、
自
宅
紛
冗
無
二其

寸
暇
ー
候
而
、
心
外
罷
過
候

書
簡
の
年
紀
は
、
尚
賢
が
一
昨
九
月
よ
り
昨
九
月
ま
で
の
間
、

出
府
し
、
ま
た
本
二
月
中
旬
に
も
出
府
の
予
定
で
あ
る
と
記
す
こ

と
を
勘
案
し
て
、
安
永
元
年
と
推
定
さ
れ
る
。
出
府
の
理
由
は
、

内
宮
と
下
宮
の
問
の
長
年
に
わ
た
る
係
争
の
取
調
べ
で
あ
ろ
う
か
。

尚
賢
は
、
こ
の
要
務
に
つ
い
て
、
「
不
二存
寄
一
俗
に
被
レ線
候
」

と
苦
り
切
っ
た
筆
致
で
述
べ
る
が
、
お
そ
ら
く
侠
気
に
富
ん
だ
尚

賢
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
出
府
の
労
を
買
っ
て
出
た
こ
と
も
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十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
尚
賢
は
、
神
宮
の
実
権
を
握
っ

て
い
た
権
祢
宜
御
師
層
の
代
表
格
で
も
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
出
府
の
任
務
を
「
俗
」
と
言
捨
て
た
の
は
、
そ
れ
が
神
職
と

い
う
仕
事
か
ら
切
離
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

反
面
、
尚
賢
が
雅
事
と
称
す
る
の
は
、
江
戸
の
雅
客
ら
と
の
交

際
で
あ
り
、
そ
れ
は
俗
用
に
よ
る
出
府
が
た
ま
た
ま
齋
し
た
燒
倖

で
あ
る
か
の
よ
う
な
書
振
り
で
あ
る
が
、
元
来
、
諸
方
に
遊
ん
で

文
人
墨
客
の
交
わ
り
を
す
る
こ
と
は
、
尚
賢
の
好
尚
で
あ
り
、
江

戸
に
お
け
る
雅
交
の
一
端
は
、
三
重
県
立
図
書
館
蔵
の
『
亥
丑
録
』

に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
永
元
年
当
時
は
、
真
淵
が

亡
く
な
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
継
者
で
あ
る
揖

取
魚
彦
や
盟
友
の
荷
田
在
満
、
ま
た
碩
儒
南
宮
大
漱
に
菅
野
綸
斎
、

そ
し
て
肝
様
書
家
と
し
て
都
下
に
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
盛
名
を
競
っ
た

沢
田
東
江
と
三
井
親
和
等
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
右
の
う
ち
、
比

較
的
、
名
の
通
り
の
悪
い
菅
野
綸
斎
は
、
高
山
正
之
著
『
武
江
旅

行
記
』
（
安
永
六
年
）
の
訪
問
先
と
し
て
も
見
え
て
お
り
、
当
時
、

細
井
平
洲
の
嬰
鳴
館
と
並
称
さ
れ
た
会
輔
堂
の
主
人
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
書
簡
の
後
半
に
は
、
山
崎
闇
斎
の
学
問
に
対
す
る
不
信

感
を
募
ら
せ
て
い
る
こ
と
を
洩
ら
し
、
暗
に
同
調
を
迫
っ
て
い
る

が
、
こ
の
こ
と
は
、
安
永
五
年
五
月
廿
九
日
付
宣
長
宛
書
簡
に
も
、

「
0
先
頃
柄
崎
常
陸
介
御
尋
申
上
候
旨
、
此
元
に
而
も
旧
識
之
者

故
、
寛
々
新
古
之
論
等
仕
候
、
乍
レ
然
純
垂
加
流
二
而
復
古
之
事

大
二
誘
引
仕
度
候
」
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
真
淵

に
「
皇
朝
の
学
之
執
心
有
人
ニ
ハ
有
レ
之
候
へ
共
、
垂
加
と
や
ら

ん
か
弟
子
二
而
、
儒
学
を
以
て
神
道
を
論
る
人
」
（
明
和
四
年
正

月
五
日
付
、
宜
長
宛
真
淵
書
簡
）
と
評
さ
れ
た
尚
賢
で
あ
る
が
、

こ
の
頃
は
、
す
っ
か
り
宗
旨
変
え
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
垂

加
神
道
は
、
厳
粛
な
師
弟
関
係
の
上
に
成
立
っ
て
お
り
、
そ
の
信

奉
者
に
と
っ
て
は
、
闇
斎
に
対
す
る
批
判
な
ど
、
思
い
も
寄
ら
な

い
こ
と
に
違
い
な
い
。
加
え
て
、
垂
加
は
、
神
事
作
法
に
つ
い
て

の
秘
事
口
伝
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
神
職
と
い
う
仕
事
に
密
着
し
た

学
問
と
言
う
べ
く
、
尚
賢
が
世
俗
を
離
れ
た
雅
事
云
々
を
口
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
垂
加
の
克
服
が
そ
の
前

提
に
あ
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
士
愛
が
尚
賢
の
言
を
い
か
に
受
止

め
た
か
、
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
書
簡
を
秘
蔵
し
て
い
た
こ
と

か
ら
類
推
す
る
に
、
胸
に
深
く
刻
ん
で
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で

あ
ろ
う
。
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